
【感染症発生動向調査事業から】 
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今、何の病気が流行しているか！  

第３４週報告数第１位 

令和８年８月１７日（月）～令和８年８月２３日（日）〔令和８年第３４週〕の感染症発生状況 

第３４週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）流行性角結膜炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１．７６人と前週（２．４１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１．６８人と前週（１．２４人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は１．６７人と前週（１．４０人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

第３４週報告数第３位 

第３４週報告数第２位 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年８月２５日作成 

こんな病気知っていますか？～デング熱～ 

 デング熱は、デングウイルスを原因とし、発熱、頭痛、筋肉痛、発疹などの

症状を呈する感染症です。感染した人を蚊が刺すと蚊の体内では一週間程度で

ウイルスが増殖し、ウイルスを保有した蚊が次の人を刺すことで新たな感染を

引き起こします。人から人への直接感染は起こりません。 

 近年では、国内での大規模な感染事例は平成２６年の一事例のみで、その他

はいずれも国外感染事例です。川崎市においても、東南アジアで感染したと推

定される報告が、令和 8 年第３４週（８月１７日～２３日）に１件ありました。 

アジア等の流行地に渡航する場合は、肌の露出を控え、虫よけ剤を使用し、

蚊に刺されないように注意しましょう。 

令和 8 年８月時点の欧州疾病対策予防センター（ＥＣＤＣ）ホームページデータから作成 

世界におけるデング熱の国別届出数（人口１０万人対） 
－令和８年５月～７月－ 

0.001～0.009 件 

0.01～0.99 件 

1.0～9.99 件 

10～99 件 

100 件以上 

届出なし 

 【感染経路】 

デングウイルスを保有した蚊（ネッタイシマカ、 

ヒトスジシマカ）に刺されることで感染 

【潜伏期間】 

２～１４日（多くは４～１０日） 

【主な症状】 

突然の発熱、頭痛、関節・筋肉痛、発疹等 

  ※まれに出血症状が出現し、重症化することがあります。 

【予防方法】 

流行地では、肌が露出する部分に、ディートや 

イカリジン等の有効成分を含む虫よけ剤を定期 

的に使用しましょう。 

デング熱とは？ 


